
令和３～５年度 「探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業」

長江中学校区
プレゼンテーション資料



長江小学校
児童数133名

土堂小学校
児童数170名

長江中学校
生徒数202名

長江中学校区 （小学校２校・中学校１校）



研究報告

1. 長江中学校区の研究主題と取組

2. 研究の成果

3. 今後に向けて



1. 長江中学校区の研究主題と取組



「答えのない問い」に果敢に挑戦し、他者と協働して

自分たちなりの価値ある答えを見出す探究的な学習の創造

＜長江中学校区 研究主題＞



令和３年度（研究１年目）
〇育成したい資質・能力の整理と評価方法の確立
〇９年間を見据えた生活科・総合的な学習の時間のカリキュラムの研究
〇SDGｓとPBLの視点を入れた探究的な単元開発・授業づくり

令和４年度（研究２年目）
〇PBLの視点を入れた単元開発
〇各単元における評価基準の整理、精選
〇9年間を見据えた生活科・総合的な学習の時間のカリキュラムの整理・作成

令和５年度（研究３年目）
〇９年間の関連を意識したカリキュラムの活用と更新
〇資質・能力の評価の在り方の確立
（ルーブリックの活用と教師によるフィードバック場面の明確化）

〇PBLの考え方を参考にした単元開発および実践

＜３年間の研究内容＞



実践Ⅰ
「長江中学校区で共通して育成したい資質・能力」の共有

実践Ⅱ
「児童生徒が自己の変容を自覚するためのルーブリック」

の活用
実践Ⅲ
「長江中学校区 生活科・総合的な学習の時間

カリキュラムレコード」の活用
実践Ⅳ
「長江中学校区PBLを意識した単元開発のポイント」

の整理と共有

＜３年間の研究を通しての具体的実践＞



「答えのない問い（答えが１つではない問い）
に対して、一人一人の生徒が、複数の視点から
解を導き出し、それを交流する。そのとき、
他者の解とすりあわせながら、そのとき考え
られる最適な解を導き出せる。」

９年間のゴール（中学校３年生で育成を目指す姿）

実践Ⅰ 「長江中学校区で共通して育成したい資質・能力」の共有

中学校区の全教職員で、３校の児童生徒の実態や９年間のゴールを共有



長江中学校

長江小学校 土堂小学校

長江中学校区で共通して育成したい資質・能力

主体性・協働性

実践Ⅰ 「長江中学校区で共通して育成したい資質・能力」の共有

 児童生徒の実態や９年間のゴール（中学校３年生で育成を目指す姿）をもとに、
３校で共通して育成したい資質・能力を決定



長江中学校長江小学校 土堂小学校

主体性 協働性
主体性 協働性主体性 協働性

長江中学校区で考える
主体性・協働性

実践Ⅰ 「長江中学校区で共通して育成したい資質・能力」の共有

教職員で共通理解がもてるように資質・能力（主体性・協働性）の発揮された
具体的な姿まで共有



主体性 協働性
自ら学ぼうと・求めようと・解決
しようとし、自分なりの（その時
の）最適解をもっている。

自ら課題を見付けたり、解決方法
を粘り強く考えたりしている。

自分で目標・課題を設定し、それ
に対して方略を考え出せている。

協働的な活動を通して、求められ
ているゴールに対して最適解を導
き出せている。

友達の意見を受け止めながら、見
付けた課題の様々な解決方法を考
えている。

他者の行動をよく観察し、まねる
べき点を取り出してまねている。

教職員で共有した主体性・協働性の発揮された姿

実践Ⅰ 「長江中学校区で共通して育成したい資質・能力」の共有



実際に児童生徒と作成したルーブリックの一例

実践Ⅱ 「児童生徒が自己の変容を自覚するためのルーブリック」の活用

教職員で共有した主体性・協働性の発揮された姿をもとに、形成的評価（授業
者の授業改善、学習者の学習改善）につなげるためのルーブリック（評価基準表）
を児童生徒と作成

評価
資質・能力 Ｂ Ａ

小学校 第６学年

「BKG（防災・交通安全・
ゴミ問題）意識変革

プロジェクト
～ぼくたちわたしたちに

今できること～」

主体性
・

協働性

・知りたいことや疑問、課題を見
つけようとしている。

・課題を解決するための方法を考
えようとしている。

・友達と自分の考えを比べ、自分
の考えをよりよいものにしようと
している。

・粘り強く課題を見つけようとして
いる。

・粘り強く課題を解決するための方
法を考えようとしている。

・友達や自分の考えのよさを生かし、
課題を解決するために納得できる答
えを見つけようとしている。



実践Ⅱ 「児童生徒が自己の変容を自覚するためのルーブリック」の活用

自己の変容を見返すこと
ができるようにルーブリッ
クを載せた「振り返りシー
ト」を振り返り場面で活用
し、蓄積していく。



単元導入時に児童が考えた計画 単元途中に修正された計画

実践Ⅱ 「児童生徒が自己の変容を自覚するためのルーブリック」の活用

振り返りの内容を学習場面を再設定したり、
学習計画を見直したりすることに活用



実践Ⅲ 「長江中学校区 生活科・総合的な学習の時間
カリキュラムレコード」の活用

長江中学校区
生活科・総合的な学習の時間

カリキュラムレコード

縦の関連性（学年間の
関連性）を意識するため
に、長江中学校区におけ
る「発達段階ごとの探究
する姿」と各学年の「こ
れまでの探究課題や具体
的にかかわった人・も
の・こと」などを整理し
て記録



実践Ⅲ 「長江中学校区 生活科・総合的な学習の時間
カリキュラムレコード」の活用

学年で決められた題材
に取り組むのではなく、
それぞれの児童生徒の学
習経験を関連付けて学習
者主体の探究的な学びの
創造をするために活用
次年度への引き継ぎ、

持続可能な単元開発のた
めのツールとして活用

長江中学校区
生活科・総合的な学習の時間

カリキュラムレコード



□「答え（ひとつの解）のない問い」を扱う学習

□実生活・実社会の課題を解決する学習

□社会へ還元する学習

レールの無い 予定調和ではない 協働性
折り合いを付けながら

児童生徒にとって自分事 現実的 主体的

学校外の他者とのかかわり 達成感
自己有用感

実践Ⅳ 「長江中学校区PBLを意識した単元開発のポイント」
の整理と共有

 探究的な学習の創造に向けて、PBL（Project Based Learning）についての
共通認識を図る



①児童生徒が自分事として考えることができるテーマの設定
②児童生徒と共有、調整していく単元計画の作成
③多様な視点、新しい課題に気付かせるショック

（新たな「えっ!?なぜ？」）の場面の設定
④多様な視点、考え方（実生活・実社会）に

触れさせるための地域人材の活用

単元開発のポイント

実践Ⅳ 「長江中学校区PBLを意識した単元開発のポイント」
の整理と共有

 PBLについての共通認識をもとに、どの学年でも意識して授業づくりが出来る
ようにさらに具体的な「単元開発のポイント」を整理



①児童生徒が自分事として考えることができるテーマの設定

これまでの学習内容や尾道市民の満足度調査を
もとに設定した６年生のテーマ
「尾道を住んでいる人にとってよりよい町に
したい～防災・交通安全・ゴミ問題～」

実践Ⅳ 「長江中学校区PBLを意識した単元開発のポイント」
の整理と共有

自分達の思いと収集した地域の方々からの思い
をもとに設定した５年生のテーマ
「地域をよりよくするために長江のかかわりを
増やそう」



②児童生徒と共有、調整していく単元計画の作成

実践Ⅳ 「長江中学校区PBLを意識した単元開発のポイント」
の整理と共有

土堂小学校６年生の事例 長江小学校４年生の事例



③多様な視点、新しい課題に気付かせるショック（新たな「えっ!?なぜ？」）の場面の設定

様々な立場の方が考えている尾道の課題

大人の立場から見たアドバイス

実践Ⅳ 「長江中学校区PBLを意識した単元開発のポイント」
の整理と共有

長江小学校６年生の事例

えっ!?なぜ？
そんな考え方もあるんだ。
そもそも、この方法で
課題は解決できるかな？



④多様な視点、考え方（実生活・実社会）に触れさせるための地域人材の活用

実践Ⅳ 「長江中学校区PBLを意識した単元開発のポイント」
の整理と共有

地域、公民館、社会福祉協議会、市役所、警察署、文化財保護団体、防災士、校外補導員、地域の高校の方など



2. 研究の成果



長江中学校区児童生徒アンケートから
探究的な学習に取り組んでいる

児童生徒の割合
資質・能力の高まりを自覚している

児童生徒の割合

82％

91％

81％

92％

児童生徒が自分たちで考え出した課題を出発点に学習計画を作成し、それを確認しながら学習を
進めたことによって、探究的な学習のイメージをもって学習に取り組むことができる児童生徒が増
えている。
また、ルーブリックによって改めて身に付けたい資質・能力を定義し、学級で共有し、児童生徒

が資質・能力を意識しながら学習を進めたことが資質・能力の高まりにもつながっている。



3. 今後に向けて



「長江中学校区カリキュラムレコード」の活用・意識化
他教科や他学年の学習の関連性を教師が意識するとともに、整
理したカリキュラムレコードを児童生徒と共有し、児童生徒自
身が意識して学習に取り組むことができるようにする。

児童生徒の自己変容の自覚・学びの良さの実感
探究的な学習がプロセスをなぞるだけの形式的な手順にならな
いよう、探究的な学習によって新しい見方・考え方が働いてい
ることや自己の変容を自覚させることを通して、探究的な学習
のよさを児童生徒自身が実感できるようにする。



ありがとうございました


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: 研究報告
	スライド 4: 1.　長江中学校区の研究主題と取組
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23: 2.　研究の成果
	スライド 24: 長江中学校区児童生徒アンケートから
	スライド 25: 3.　今後に向けて
	スライド 26
	スライド 27: ありがとうございました

